
３　道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連
     　 〈場の内容・ねらい〉   　　　     　　　〈生徒の意識〉           　〈指導・援助〉













・２学期にできていることと、できていないことの事実を洗い出す。そこで特に仲間に呼びかけないとできないようなキャンペーンを位置付け、クラスの仲間関係の問題点を顕在化する。








・２学期の始めに決めた、目指す自分の姿になれるように、仲間に声をかけて最後まで自分の係をやりきりたい。　　　　


・班の仲間の係にも積極的に協力して、ともに動いていけるようにしていきたい。





学級活動


「係活動の振り返り」


・２学期の終わりに向けて、精一杯活動をやりきることができるようにする。


・目指している姿の実現に向けて取り組めていることを確認する中で、仲間が協力してくれた事実を交流し、支え合えた姿を確認する。


・「係活動やりきろうキャンペーン」の方法や、達成基準の設定について話し合う。





朝の会


「係活動やりきろうキャンペーンの確認」





帰りの会


「係活動やりきろうキャンペーン」の振り返り


・なかなか呼びかけができない、呼びかけがあっても応えない事実に対して問題意識をもたせる。





・その日の事実の振り返りを中心に行い、「なぜできたか」「なぜできなかったか」を明らかにしていく。





・○○さんには、なかなか言いにくいな。


・強く言ってしまうと、嫌われてしまわないか、仲間外れにされないか不安だ。





道徳の時間


「違うんだよ、健司」


内容項目２－（３）


・相手の成長を願い、尊重し合える仲間関係の大切さに気付き、友達を心から信頼し、互いに励まし合い、高め合おうとする心情を育てる。





・互いに尊重し、高め合おうとすることの素晴らしさに触れることで、実践への意欲を高める。








・自分もこの３人のように高め合える友達関係を築いていきたい。相手のことを考えて、行動していくことで、本当の友達関係を築いていきたい。





清掃活動


・お互いに声をかけ合い、協力しながら活動を行うことで、２学期の終わりに向けて、精一杯活動をやりきることができるようにする。





教科等


・自分たちで授業をつくり上げていきたいという意識を持たせ、授業中にお互いに声をかけ合い進めていけるように協力する姿を増やしていく。





・互いに高め合いたいという思いで相手のことも考え、係活動に徹している生徒の姿と意識を通して、行き詰まりを感じている生徒には、乗り越えた仲間の成長ぶりやそのときの思いを紹介する。





・自分が班長として○○さんのことを考えて声をかけたことで、班の仲間が協力してくれて、○○さんもそれに応えてくれた。これからは、自分も仲間を支えたいし、お互いに鍛えていけるような仲間関係を築いていきたい。





・お互いの仲間関係を向上させようと、乗り越えた生徒たちの姿を見逃さず、事実で語れるようにする。乗り越えた生徒たちの気持ちを引き出し、その価値の高さを位置付けていく。





学級活動


「係活動をやりきろうキャンペーン」のまとめ


・キャンペーンができたかできなかったかのみの話し合いではなく、このキャンペーンを通して学んだ本当の友達、仲間とはどういうものなのかを明らかにし、実際にそういった姿になっていた仲間関係を価値付ける。





・係活動を通して成長できたのは、仲間のことを考えて声をかけていき、それを聞いた仲間が支えてくれたり協力してくれたりしたからだ。そんな仲間を大切にしていきたいし、さらに高め合っていきたい。









